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項 目 要   約 

１．研究開発の概要 

 

我が国独自技術として開発されたPWR 用超高燃焼度燃料被覆管材

Zr-Nb 合金の腐食、水素化、照射による劣化挙動をナノからマクロに至

るマルチスケールな視点から解明する実験及び理論計算を統合した研

究であり、高燃焼度燃料としての実機適用性および安全基準の合理化に

資する基礎的知見を供する。 

 

２．総合評価 
A 

・高燃焼度燃料に最重要な被覆管材料の挙動に関して、水素化物などの

ナノスケールレベルまでの解明を含めて工学に寄与する優れた基礎的

研究成果が挙げられている。次の段階では、炉照射や燃料の工学的挙動

への貢献を目指して、さらなる研究継続を期待したい。 

 

 

Ｓ）極めて優れた成果が挙げられている 

Ａ）優れた成果が挙げられている 

Ｂ）一部を除き、相応の成果が挙げられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんど挙げられていない 

 

 


